
大分県立芸術文化短期大学の公式SNSでは、
本学が主催するイベント・展覧会等のお知らせ
をはじめ、キャンパス内の様子や学生たちが行
うさまざまな活動について報告しています。ま
た、学科や研究室のほか、サークル、イベン
ト等でもSNSを立ち上げています。

ソーシャル
メディア一覧
▼

YouTube
▼

Twitter
▼

Instagram
▼

Facebook
▼

大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学 イベントカレンダー

大分県立芸術文化短期大学広報誌　エピストゥラ

EPISTULA: 古典ラテン語で“手紙”という意味です。
　　　　　　広報室からみなさまへ、芸文短大の“いま”を伝えるお手紙をお届けします。

表紙モデル / 国際総合学科
（P01 江漢大学からの留学生紹介）

特集 ・江漢大学からの留学生紹介
・新任の先生紹介
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夏期休業

19 日（水）
26日（水）

19 日（火）
23日（土）
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J u l y

8 日（火）～8月
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9月
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後期授業開始
芸短音楽科コンサート
シリーズ No.119
「若さあふれるコンサート
～前期試験成績優秀者～」
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現在募集中の講座

※募集人数に限りがありますので、お早めにお申込みください。

【お申し込み・お問い合わせ】
〒870-0833 大分市上野丘東1-11
大分県立芸術文化短期大学 芸文短大オープンカレッジ担当
TEL:097-545-0542／FAX:097-545-0543
メール：geitan-oc@oita-pjc.ac.jp
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留
学
生
４
名
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　

本
学
で
は
、
中
国
武

漢
市
に
あ
る
江
漢
大
学

と
交
流
に
関
す
る
協
定

を
結
び
、
２
０
１
３
年

度
か
ら
毎
年
数
名
の
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

３
年
ぶ
り
に
受
け
入
れ

再
開
と
な
っ
た
今
年
度

は
、
４
人
の
留
学
生
が

国
際
総
合
学
科
で
勉
学

に
励
ん
で
い
ま
す
。
留

学
生
に
今
後
の
抱
負
や

大
分
の
感
想
な
ど
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Q

経
歴
・
専
門
分
野
・
担
当
科
目
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

茨
城
県
出
身
で
す
。
高
校
生
ま
で
茨
城
で
過
ご
し
、
大
学
時
代
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
最

終
学
歴
は
、
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
日
本
文
学
専
攻
修
了
で
す
。
主
な
専
門

分
野
は
琉
球
の
説
話
文
学
で
す
が
、
日
琉
関
係
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
史
や
、
日
本
古
代

の
神
話
や
伝
説
な
ど
も
研
究
し
て
い
ま
す
。
芸
文
短
大
で
は「
文
章
表
現
」や「
日
本
の
伝
統
文
化
」、「
文

学
」
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
ま
す
。

Q

芸
文
短
大
に
着
任
さ
れ
る
前
は
ど
こ
で
何
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　

大
学
院
修
了
後
、
出
版
社
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
つ
つ
、
母
校
の
明
治
大
学
で
兼
任
講
師
や
ポ

ス
ド
ク
研
究
員
、
助
教
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
他
に
も
、
東
京
や
千
葉
に
あ
る
い
く
つ
か

の
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
日
本
の
古
典
文
学
や
、
口
承
文
芸
、
琉
球
文
学
に
関
す
る
授
業
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。

Q

新
天
地
で
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

琉
球
文
学
の
研
究
は
今
後
も
継
続
し
て
行
い
、
い
ず
れ
九
州
各
地
か
ら
瀬
戸
内
地
域
の
琉
球
関
連

遺
跡
の
調
査
を
網
羅
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、や
は
り
大
分
に
深
く
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、

奈
良
時
代
に
成
立
し
た
『
豊
後
国
風
土
記
』
を
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

よ
り
深
く
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
と
趣
味
を
兼
ね
て
、
よ
く
神
社
廻
り
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
分
で
も
い
ろ
い
ろ
な
神
社
に
お
参
り
し
た
い
で
す
。

Q

学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
所
属
す
る
文
化
を
き
ち
ん
と

理
解
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
ま
す
。
私
は
根
っ
か
ら
の
茨
城
県
民
な
た
め
、
大
分
の
文
化

や
歴
史
を
今
一
か
ら
懸
命
に
学
ん
で
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
大
分
に
関
す
る
こ
と
を
何
で
も
教
え
て

く
だ
さ
い
！
生
活
様
式
や
伝
統
文
化
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に

つ
い
て
も
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、
一
緒
に
よ
り
深
く
学
ん

で
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

▲学長と歓談しました（4月5日）（前列左から）張思珣さん、楊傲塵さん、小手川大助学長、閻静陽さん、張娜さん

大
学
時
代
に
自
分
の
日
本
語
能
力
を
高
め
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
と
、
江
漢
大
学
に
芸
文
短
大

と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
の
で
こ
こ
を

選
び
ま
し
た
。

大
分
県
は
景
色
が
き
れ
い
で
、
人
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
す
。
私
は
大
分
県
が
大
好
き
で
す
。

１
年
間
で
自
分
の
日
本
語
レ
ベ
ル
を
高
め
、
日

本
人
の
友
達
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

留学生の皆さんにQ＆A
なぜ芸文短大を選びましたか？
大分県はどんな印象ですか？
最後になにか一言おねがいします。

Q1

A1A2A3

Q2
Q3

張  

思
珣

江
漢
大
学
に
芸
文
短
大
と
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

大
分
県
は
、
九
州
に
あ
り
、
温
泉
が
有
名
で
、

景
色
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
み
ん
な
と
て
も
親

切
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
多
く
の
友
達
を
つ

く
っ
て
、
日
本
の
文
化
を
理
解
し
た
い
で
す
。

A1A2A3 楊  

傲
塵

芸
文
短
大
に
つ
い
て
は
江
漢
大
学
の
留
学
課
程

の
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
芸
文
短
大
に

つ
い
て
少
し
知
っ
て
い
た
の
で
興
味
は
あ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
は
空
気
が
き
れ
い
で
、
環
境
が
よ
く
、

人
々
が
礼
儀
正
し
い
で
す
。
温
泉
が
有
名
と
い

う
印
象
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
の
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
だ
け
で
な

く
、
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
っ
て
、
日
本
で
楽

し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

A1A2A3 張  

娜
高
校
時
代
か
ら
日
本
と
日
本
の
伝
統
文
化
に
興

味
を
も
っ
て
い
て
、
留
学
先
に
は
芸
術
文
化
系

の
大
学
を
選
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
2

年
生
で
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
将

来
の
こ
と
を
考
え
る
の
に
役
立
ち
そ
う
で
す
。

自
然
の
景
色
が
美
し
く
、
特
色
あ
る
観
光
地
で

す
。
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
印
象
で
す
。

思
い
出
の
中
に
桜
が
舞
う
素
敵
な
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
、
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
高
校
時
代
の

自
分
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

A1A2A3 閻  

静
陽

よ
う　
　

ご
う
じ
ん

え
ん　
　

せ
い
よ
う

ち
ょ
う　
　

し
し
ゅ
ん

ち
ょ
う　
　

な

新任の先生を紹介します

●国際総合学科●

木村 淳也専任講師
きむら　じゅんや

12年前に訪れた
宇佐神宮の写真です。
近いうちにまたお参り

したいです。

【お申し込み お問 合わせ】

親子プログラミング道場
小学生親子対象

ホルン個人レッスン

管楽アンサンブル

室内楽の楽しみ

オーボエ個人レッスン

吹奏楽合奏
中高生対象

初級ピアノ個人レッスン

中級・上級ピアノ個人レッスン

声楽グループレッスン

声楽個人レッスン
初級

発声法講座
ボイストレーニング

長者・声楽特別レッスン

オペラ講座初心者コース

オペラ講座経験者コース

学び直し講座
「Excel編」

学び直し講座
「PowerPoint 編」

公開授業＆芸短オープンカレッジ
本学では、地域社会と幅広い生涯学習の機会を提供することを目的とした「公開授業」
と「オープンカレッジ」を開講しています。「公開授業」は、大学の講義を県民のみな
さまに公開して、学生と机を並べて学んでいただくという制度です。「芸短オープンカレッ
ジ」は、日々の生活がちょっとだけ贅沢になるような趣味の講座をはじめ、ビジネスス
キルアップを目指す実践的な講座まで、本学ならではの個性的な講座を多数取り揃えて
おります。現在「芸短オープンカレッジ」を、下記の講座でお申し込みを受け付けてお
ります。詳細は、本学HPをご覧ください。

0102
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第
63
回
入
学
式
・
第
45
回
専
攻
科
入
学

式
を
４
月
５
日
（
水
）
に
執
り
行
い
ま
し

た
。
学
科
ご
と
に
会
場
を
分
散
し
、
音
楽

ホ
ー
ル
棟
メ
イ
ン
会
場
か
ら
の
中
継
で
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

　

音
楽
科
学
生
に
よ
る
大
学
賛
歌
が
合
唱

さ
れ
、
学
長
か
ら
短
大
に
３
８
１
名
、
専

攻
科
に
は
46
名
の
計
４
２
７
名
が
入
学
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
手
川
大
助
学
長
は
式
辞
で
「
失
敗
を

恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
、
最

高
に
中
身
の
詰
ま
っ
た
二
年
間
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
新
入
生
を
激
励
し
、
短

大
と
専
攻
科
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
生
代
表
が

「
学
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
本
分
を

つ
く
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

本
県
出
身
の
朝
倉
文
夫
や
北

村
西
望
が
中
心
と
な
り
設
立
し

た
日
本
彫
刻
会
主
催
「
第
52
回

日
本
彫
刻
会
展
覧
会
（
日
彫

展
）」
に
て
、
全
国
２
６
１
点

の
中
か
ら
、
本
学
美
術
科
白
石

恵
里
講
師
が
出
品
し
た
作
品

「
群
烏
（
む
ら
が
ら
す
）」
が
最

高
賞
で
あ
る
「
西
望
賞
」
を
授

賞
し
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
東
京
都
美
術
館
に

て
、
５
月
２
日
（
火
）
ま
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
指
揮
法
講

座
」
を
5
月
13
日
（
土
）
に
本
学
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
中
学
校
・
高
校
教
員
や

一
般
音
楽
団
体
の
方
々
約
40
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
希
望
す
る
課
題
曲
を
パ
ー
ト

別
に
練
習
し
、
森
口
真
司
教
授
と
本
学
吹
奏

楽
団
に
よ
る
課
題
曲
演
奏
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
お
手
本
に
、
受
講
者
が

自
由
に
自
分
の
考
え
で
指
揮
を
振
り
ま
し
た
。

4
時
間
に
及
ぶ
講
座
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
方
々
は
と
て
も
充
実
し
た
一
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
際
総
合
学
科
で
は
、
語
学
力
向
上
と

国
際
感
覚
の
涵
養
を
目
的
に
海
外
語
学
実

習
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
２
０
２
０

年
以
降
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
渡
航
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
た

め
、
本
学
科
で
も
つ
い
に
実
習
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
渡
航
先

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
デ
イ
ビ
ス
校
で
す
。
本
学
科
生
6
名

が
２
０
２
３
年
2
月
か
ら
3
月
の
４
週
間

の
語
学
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
少
人
数
ク
ラ
ス
の
授
業
で
集
中
的
に

英
語
を
学
び
、
週
末
に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト

見
学
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

野
田
研
究
室
の
黒
木
さ
ん
と
横
松
さ
ん

が
制
作
し
た
動
画
作
品
が
、
警
察
庁
「
サ

イ
バ
ー
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
報
啓
発
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
局
長
賞
（
最
優
秀
作
品
）

に
選
ば
れ
、
３
月
に
警
察
庁
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
研
究
室
が
大
分
県
警
察
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
め
じ
ろ
ん
お
お
い
た
見
守
り

隊
」
の
活
動
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐
欺
対
策
に
つ
い
て
考
え
、
シ
ナ
リ
オ
、

イ
ラ
ス
ト
、
B
G
M
な
ど
す
べ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ア
ニ
メ
を
制
作
し
ま
し
た
。
動
画

は
警
察
庁
の
Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第63回入学式・第45回専攻科入学式を執り行いました0 1

海外語学実習再開0 4

警察庁主催のコンテストで学生作品が
局長賞（最優秀作品）に選ばれました

0 5

0 2

7 1v o l .
EPISTULA

第52回
日本彫刻会展覧会

受賞作品

『群烏』
（むらがらす）

第 52回 
日本彫刻会展覧会
西望賞

0 3 「吹奏楽コンクール
課題曲指揮法講座」
を開催

動画公開中

竹田キャンパス通信

　先日卒業生が遊びに来て竹田キャンパスの敷地内からワラビとゼンマイ
を取ってきました。今までツクシ、フキ、キュウイ、カボスがあるのは知っ
ていましたが、ワラビ、ゼンマイは気がつきませんでした。今まで10数
年居て不覚です。山の恵みを堪能しつつ、美味しくいただきました。
　日々草木が伸びていき、枯れてそして様々な風景が移り変わっていく、
そんな中にも新たな発見が潜んでいる。これはまだまだ探索の余地があ
りますね。

非常勤講師　大学OB　前田亮二

竹田キャンパスは、ゼミやサークルでの合宿、創作活動の拠点として

竹田市に2010 年 4月にオープンした、芸文短大と地域との交流の場です。

▲左からフキ・ワラビ・ゼンマイ

山の恵が届きました

0304
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s e r v i c e  l e a r n i n g  r e p o r t

こんにちは、学友会です！私たちは現在28名で活
動しています。主な活動はイベントの企画運営で
す。先日行った新入生歓迎会では、多くの新入生
に足を運んで貰えました。今年もヤロコンや芸短
祭などのイベントを行いますので、ぜひご参加くだ
さい。学友会の Instagramと Twit terも随時更
新しますので、フォローをお願いします！

　

４
月
22
日
（
土
）
に
、サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
大
分
市
に
あ
る

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
清
掃
活
動
を
行

い
、
計
22
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
９
時
に
大
分
市
の
商
業
施
設
で
あ

る
パ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
に
集
合
し
、
そ
こ

か
ら
歩
道
の
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
移
動

し
、
お
か
ば
る
花
公
園
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
花
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

が
開
設
し
た
際
に
住
民
の
主
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
整
備
を
開
始
し
、
現
在

で
は
四
季
折
々
の
花
を
見
る
た
め
に
年

間
７
万
人
も
の
人
々
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
N
P
O
法
人
岡
原
花
咲

か
そ
う
会
の
担
当
者
の
方
か
ら
、ス
ポ
ー

ツ
公
園
建
設
の
歴
史
と
花
公
園
を
作
る

分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

４
月
16
日
（
日
）
に
、
今
年
度
最
初

の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
動
と
し

て
、
大
学
の
近
く
を
流
れ
る
大
分
川
の

清
掃
お
よ
び
大
友
宗
麟
の
歴
史
を
知
る

た
め
の
活
動
を
行
い
、
27
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
８
時
半
に
大
学
に
集
合
し
、
宗
麟

大
橋
か
ら
河
口
方
面
に
向
け
て
ご
み
を

拾
い
な
が
ら
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
活
動
の
所
々
で
担
当
教
員
で
あ

る
綾
部
准
教
授
か
ら
、
大
分
川
を
起
点

と
す
る
海
外
貿
易
の
歴
史
、
国
際
都
市

と
し
て
成
長
し
た
豊
後（
府
内
）の
特
徴
、

そ
の
後
の
日
本
社
会
に
も
た
ら
し
た
医

学
・
福
祉
・
宗
教
・
技
術
分
野
へ
の
影
響
、

２
０
２
７
年
度
に
完
成
予
定
の
大
分
川

の
河
川
開
発
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

南
蛮
B
V
N
G
O
交
流
館
で
は
、

大
友
宗
麟
の
功
績
や
歴
史
に
つ
い
て
ビ

デ
オ
で
学
び
、
当
時
の
建
物
の
様
子
な

ど
を
疑
似
体
験
で
き
る
V
R
ア
プ
リ

を
使
っ
て
、
戦
国
時
代
の
大
分
（
豊
後
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
学
生

か
ら
は
「
ご
み
が
思
っ
た
よ
り
多
く
て

び
っ
く
り
し
た
」「
大
友
宗
麟
の
こ
と
を

知
れ
て
勉
強
に
な
り
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
連
の
活
動
を
通
じ
て
環
境
美
化
だ

け
で
な
く
、
大
学
の
位
置
す
る
上
野
丘

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
や
取
り
組
み
内
容

な
ど
に
つ
い
て
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
ド
ー
ム
周
辺

を
清
掃
し
、
大
芝
生
公
園
の
展
望
台
で

担
当
教
員
か
ら
、
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園

が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と

全
体
計
画
、
ド
ー
ム
や
公
園
の
建
築
方

法
、
建
設
予
算
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
も
収
束
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
再
開
し
、
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
大
分
の
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
盛
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

地
域
の
歴
史
と
観
光
資
源
に
つ
い
て
考

え
る
貴
重
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

分
川
清
掃
お
よ
び
大
友
宗
麟
の

歴
史
探
索
を
行
い
ま
し
た

◆第 61回北九州芸術祭クラシックコンクール

一般の部　奨励賞 橋詰凜音（２年 管弦打コース）

日 々 是 精 進

サービスラーニング情報グ情報

大

大

グニングング

地
域
の
歴
史
と
観

貴
重
な
１
日

の
大
分

明
がで

は
、

麟
の分

川
が
行は

、

え
る
貴
重
な

のをなだ丘 なだ

◆第５０回 長崎県新人演奏会オーディション

優秀賞 立石彩乃（音楽専攻 2年 声楽コース）
◆第 61回北九州芸術祭クラシックコンクール　

一般の部　大賞 上ノ瀬結夏（音楽専攻 2年 管弦打コース）
◆全日本打楽器連盟主催　新人演奏会
　西日本打楽器協会　推薦枠にて出演

優秀賞受賞 髙橋宏太朗（音楽専攻 2年 管弦打コース）
◆第 61回北九州芸術祭クラシックコンクール

一般の部 部門賞 西岡あゆな（音楽専攻 1年 管弦打コース）

◆京都フランス音楽アカデミー 合格
　および京都フランス音楽アカデミー  クレール・デゼール教授

マスタークラス修了 岡友萌音（２年 ピアノコース）
◆第 61回北九州芸術祭クラシックコンクール　

一般の部　審査員特別賞 西田花乃（２年 管弦打コース）

専
　
攻
　
科

音
　
楽
　
科

Product Design Review 2022
美術科 デザイン専攻 プロダクトデザインコース

２０２３年
４月１０月～４月１４日金

学友会

Instagram
＠geitandayooo　

Twit ter
@GakuyuGetan

◆第５０◆第

優秀

学内ギャラリー作品紹介

0506

学
長
コ
ラ
ム

祖
父
の
思
い
出
と
鉄
道
の
発
達

「
生
き
る
欣
び
」

よ
ろ
こ

　

私
の
祖
父
は
私
が
大
学
２
年
の
春
の
１
９
７
１
年
に
80
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
約
１
年
前
に
祖
父
は
神
戸
に
来

て
、
灘
高
校
の
私
の
卒
業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

以
前
尋
ね
た
大
阪
の
美
味
し
い
す
き
焼
き
屋
に
行
き
た
い
と

言
う
の
で
ハ
イ
ヤ
ー
を
雇
っ
て
探
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
祖
父
が
「
戦
後
す
ぐ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
だ
け
れ
ど
」
と
い
う
の
で
す
が
ど
う
し
て
も
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
ハ
タ
と
思
い
当
た
っ
た
私
が
、「
戦
後
と
い
う
の
は

い
つ
の
話
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
欧
州
大
戦
」（
第
一
次

世
界
大
戦
）
と
い
う
の
で
、「
そ
れ
は
無
理
じ
ゃ
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
大
分
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
分
の
歴
史
を

紐
解
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
日

豊
本
線
が
私
の
郷
里
の
臼
杵
市
ま
で
延
伸
し
た
の
が
１
９
１

５
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
１
８
９
１
年
生
ま
れ

の
祖
父
が
24
歳
の
時
で
す
。
も
し
か
す
る
と
す
き
焼
き
屋
の

思
い
出
は
開
通
し
た
ば
か
り
の
鉄
道
に
乗
っ
て
新
婚
旅
行
で

大
阪
を
訪
ね
た
際
の
楽
し
い
思
い
出
で
は
な
い
か
と
思
い
当

た
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
祖
父
に
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
が

恐
ら
く
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

」


